
 第9回 十勝川中流部川づくり報告会 

 帯広農業高校 活動報告 
平成28年11月3日 

十勝川インフォメーションセンター 



   帯広農業高校の活動 

平成24年 湿地環境の形成 
 

平成25年 現地調査と湿地環境デザイン 
 

平成26年 湿地環境づくり 
 

平成27年 調査による効果確認・評価 
 

平成28年 命のつながりを探る 

 湿地による生物多様性回復を目指す  



平成28年 命のつながりを探る 

 平成28年度の活動 

１．魚類生息数全量推定調査の継続実施 
 
２．微生物・植生・野鳥の調査実施 



 魚類生息数全量推定調査の実施 
平成28年7月11日 8:30～   











魚類生息数推定調査の結果 

H28 夏季 
約6,411個体 
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推定値減少の考察 

１．前日の雨による水位上昇 
      →魚の拡散と密度の低下 
 
２．全体面積の大きい調査区で捕獲減 
      →計算結果として大きな差が出る 

必ずしも生息数が減少している訳ではない？ 
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微生物調査の実施 
イメージは、現在表示できません。



• 動物プランクトン 
 
 
 
 
 
 

ミジンコの仲間     
 
                   ワムシの仲間  

確認できたプランクトン 



湿地の命を支える 
 
 
 
 
      大切な存在 



台風10号による 
浸水・土砂流入 

   台風後の環境変化を 
         継続して調査していく 



第11回全国野生生物保護 
           実績発表大会 
 

平成28年11月21日（月） 
東京都環境省 

北海道代表として参加決定！ 
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